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「またあとで会おうね」といって、 

君は目を閉じた。 

それが君の最後の言葉。 

 

朝、いつものように、 

君がいると思って起きた。 

抜け殻のベッドを見て、 

夢じゃなかったんだって知った。 

 

「もしお互いが死んだらどうしよう」 

なんて話してた日。 

少しも現実感なんかなかったけど。 

 

僕は君に電話した。 

君があとでなんていうから。 

いつもみたいに君が「なぁに？」なんて 

出てくれる気がしたから。 

 

電話がなる。でも君はでない。 

ベッドがある。でも冷たい。 

 

洗ってある君のコップ。 

食べかけのアイス。 

天井でゆれてる小物。 

君の好きなＣＤ。 

 



 

 

ｱﾌﾉ ｱﾌ ﾄﾏｶ-ﾉ ｷﾌﾉ ﾏｴ ｱﾉﾄ ﾀﾉ ｱﾕ, 

ﾉｵ ｶﾌｵｴ-ﾒﾄ ｹﾒ 

 

ﾉｵ ｶﾌﾀｱ-ﾏ ｹﾕ ｱﾏﾄﾉ ｴﾉﾄ ｴﾒﾌ 
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ｱﾉﾄ ｱﾕ ﾒｱ ｴﾌｲｱ ｷﾏｵ ﾀﾉｲ ｵﾉ 

君がでていったのなら、 

全部捨ててしまえたのに。 

 

僕はあと何年生きるんだろう。 

何万回の朝を、 

君がいると思いながら目覚めるんだろう。 

 

そしたらいつか君に会えるのかな。 

でも、それはとても長い「あとで」だね。 


